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要約
　高齢者社会を迎えて医療の形態も変化しており、一患者の治療を一病院のみで行う「病院完結医療」ではなく、病院・薬局・介護施設等が連携を図る「地域完結型医療」の必要性が高まっている。地域完結型医療で問題となってくるのは、医療の地域間偏在であり、その多くは医療従事者の確保である。本事業では、これら高齢者、へき地ニーズに合致した薬剤師の養成を行うため、地域薬剤師会と連携してへき地薬局での実務教育カリキュラムを開発し、実施している。徳島文理大学では、５年生で科目として「地域薬学論」を設け、在宅医療、高齢者医療、へき地医療について講義と研修を行っている。香川薬学部でも同様の研修を行っている。受講後及び研修後の学生の評価は、へき地医療の担い手不足、薬局の経営上課題、行政の支援の必要性、患者の支援は家族だけでなく地域の人達も支援することが重要であるとの認識をもつことができた。本事業終了後もカリキュラムの開発、実施、評価を行う予定である。
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目的
　地域医療における薬剤師の役割は、年々その重要性が高まっている。特に高齢者が多い中山間地域医療においては、人的資源、機械的（物的）資源が少ない現状を考えると薬剤師（薬局薬剤師）が薬の専門家として、へき地医療に関わることにより医療の質の向上につながると考えられ、地域、へき地において求められる医療の在り方を理解し、チーム医療を展開する上での薬剤師の位置づけ等を考えられる学生の育成が必要である。そのためにも、高齢者、へき地ニーズに合致したカリキュラムの開発が必要不可欠となってくる。

活動内容
　徳島文理大学では、５年生では科目として、「地域薬学論」を設け、在宅医療、高齢者医療、へき地医療について講義と研修を行っている。へき地医療研修の一環として、受講した学生について、連携薬局である「NPO法人「山の薬剤師たち」こやだいら薬局」において研修を行っている。研修内容としては、医学部の学生、研修医、地域住民とのグループワークを行っている。香川薬学部では、連携薬局であるNPO法人「へき地とあゆむ薬剤師」多和薬局において、薬学生による同様の研修を行っている。（資料〇　ニュースレター第２号P-17～P-19, ３号P24～P27）

成果
　講義・研修を受講した学生のレポートには、へき地医療の担い手不足、薬局の経営上課題、行政の支援の必要性、患者の支援は家族だけでなく地域の人達も支援することが重要であるとの認識をもつことができたと記載されていた。また、地域住民の医療、薬剤師に対する生の声を学生が直接受けて共に考えることで、医療人・薬剤師としてどうすればいいかということを真剣に考える機会となったと考えられる。

今後の予定
　補助金事業終了後も継続していく。
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